「国際共通語としての英語」とは? : 多文化社会における英語使用のビジョン [講演会記録] by 鳥飼 玖美子






















れは、アメリカの大学で教鞭を執っている有名な言語学者 Braj Kachru が 1992 年に使っ
た言葉です。普通「英語」は “English” で、それを複数にすることなどあり得ないのです
が、彼はあえて複数にしました。そして船橋洋一さんが、ご自身の著書で  “World 
Englishes” を「世界の英語たち」と訳しました。 
 この言葉が出る前に、“New Englishes” という言い方をした研究者もいます。それから、
イギリスの言語学者 David Crystal は、“English as a Global Language” と表現し、同
名の著書を出しました。これは日本語に訳され、「地球語としての英語」という言い方もさ
れています。この本の中で、Crystal は “World Standard Spoken English” も提唱して
います。これは「世界口頭標準英語」あるいは「標準口頭英語」とでも訳せばよいでしょ
う。あとは  “English as an International Language”（国際語としての英語）、あるいは 































私の逆三角モデルで一番下にあるのは Inner Circle です。これが円の中心にいる、い
わゆる英語のネイティブスピーカーです。英国、アメリカ、オーストラリア、ニュージー
ランド、カナダなど、英語を母語としている人々が当てはまります。 
 その上にいるのが Outer Circle、中心の周りを取り囲んでいる人たちです。インド、ス
リランカ、シンガポールなど、かつて英国の植民地だった国で、歴史的経緯によって英語
を第二言語、あるいは公用語として使っている国です。 









ります。人数から見ると、英語母語話者は多く見積もっても 3 億～4 億人です。ところが、
母語話者ではないけれども英語を第二言語として使っている人たちもいますし、私たち日
本人のように第二言語としてではなく、外国語として使っている人たちも入れると、最低
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母語話者ではないけれども英語を第二言語として使っている人たちもいますし、私たち日
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 多くの大学における英語教育は、TOEIC を目指して TOEIC 講座のようになっていた
り、ネイティブ教員による英会話練習になっていたりします。大学教育がほとんど英会話
6
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て、概算要求で今までとは 1 けた違うくらいの予算を取り、2003 年度からは実際に「『英
語が使える日本人』の育成のための行動計画」を実施に移しました。これは日本の英語教
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いけません。そこで、もう少し精緻なものを考えた Lyle Bachman や Adrian Palmer と
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主張しているのが Barbara Seidlhofer というウィーン大学の研究者です。ここから 





















（Vienna-Oxford International Corpus of English）というコーパスでは、世界中の人た
ちが使用している実際の英語が集められ、研究されています。ここで調べているのは、実
際にどういう英語が使われているかということです。その目的は、ここで使われた英語を































 L は大事なのだけれども、特に ttl という三つの子音の連結において、二つ t が続い
た後の l を発音するのは至難の業であると言っています。それから “milk” のように、母
音の後に l が来て、しかも次に k という子音がつながっている場合も、ネイティブスピ
14
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る /p/  /t/  /k/ の破裂音はきちんとやらないと、どうやら誤解されてしまうそうです。だ
から、これは /p/ という弱い音ではなく、きちんと /ph/ となるように教えるべきである
と言っています。それから、母音はネイティブスピーカーの中でも出身地によっていろい
ろな発音の仕方があるので、あまり気にすることはないと言いつつ、“seat” と “sit” のよ
うに、長く伸ばす母音は長く伸ばさないと、短い母音の単語とは意味が違ってきてしまう
ので、これははっきり違いを教えるべきである。それから、日本語でいうあいまい音の母
音です。例えば “bird” “curtain” など、難しいのだけれども、ある程度教えておかないと、
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1 Intercultural attitudes、knowledge、skills of interpreting and relating、skills of 
discovery and interaction、critical cultural awareness、以上の 5 つ (Byram, 2003)。   
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を外国の人に聞かれて答えるときに、「うーん」と考えて、“I live with my mother and my 
sisters.  My father is away because he is tanshin-funin.” と言ったりするのです。相手
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Incidentally I came across this video conference device. In the beginning, it was 
only because I was in charge of it that I used the device. However, since using it, 
I’ve come to realize how fun it is to have the opportunity for exchange with those 
of other countries through this system. Seeing the faces of students participating 
in activities of international exchange, I’m assured that this system has more 
possibility than I first expected. I would like to share with others what I’ve been 
involved in so far, so that more implicit possibilities may be developed. I’m 
grateful if my writing can be shared with those who may develop more with this 
system in order to see more exciting faces of learners.  
 
1. はじめに 
















校が TV 会議をしたがっているということを Polycom の電子掲示板に掲載したところ、数
多くの返事が返ってきた。 
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